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自己紹介

渡邊 隆弘
 
1985～2006 神戸大学附属図書館
2006～ 帝塚山学院大学（堺市南区）

2006～ 日本図書館協会目録委員
2015～ 目録委員長

1995～ 日本図書館協会件名標目委員
2010～ 大阪狭山市社会教育委員
2019～ これからの学術情報システム構築検討委員会

システムワークフロー検討作業部会委員
書いたものなど：
https://www.tezuka-gu.ac.jp/public/libsci/watanabe/watanabe.html

https://www.tezuka-gu.ac.jp/public/libsci/watanabe/watanabe.html
https://www.tezuka-gu.ac.jp/public/libsci/watanabe/watanabe.html
https://www.tezuka-gu.ac.jp/public/libsci/watanabe/watanabe.html


本日の案内

『日本目録規則2018年版（NCR2018）』刊行翌年、タイトルに「

はじまり」と入れた小文を書き、その意図として「策定は『助走』
であって、完成がスタート地点、実装こそが『本番』である」と述
べた。
それから7年目となり、国内の主なデータ作成機関での適用

が一段落したといえる状況であるが、各機関ともさまざまな制
約の下での実装となっており、安定軌道に乗ったとは言い難い
面もある。
今回機会をいただき、NCR2018刊行後の目録委員会の活動

を整理するとともに、今後の課題等についてご参加の皆様とと
もに考えてみたい。



渡邊隆弘「『日本目録規則2018年版』のはじまり：
実装に向けて」『カレントアウェアネス』340, 2019.6. 
https://current.ndl.go.jp/ca1951

https://current.ndl.go.jp/ca1951
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本日は
・NCR2018そのものの紹介は、ほぼ割愛
・完成後の委員会活動
・NCRの今後？（具体ビジョンがあるわけでは…）

基本的に、私見です
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『日本目録規則2018年版』（NCR2018）
冊子体（2018.12刊行）、PDF版（2019.1公開）
JLA目録委員会とNDL収集書誌部の連携

http://www.jla.or.jp/committee/mokuroku/ncr2018



NCR2018策定の経緯

2006 『1987年版改訂3版』刊行

2010.9
全国図書館大会奈良大会
抜本的な改訂の方針を表明（JLA目録委）

2013.2 NDL「書誌データ作成・提供の新展開」

2013.9
JLAとNDLの連携作業に（「基本方針」）

＊刊行目標は「2017年度」

2017.2
「全体条文案」公開

以後、検討集会、パブコメ

2018.3 「予備版」刊行（PDF）

2018.12 冊子体刊行

2019.1 PDF版公開



NCR2018策定の基本方針

国際標準（ICP等）に準拠
＝FRBRを基盤とする規則

RDAとの相互運用性を重視
エレメントの設定は、基本的に対応

日本における出版状況等に留意
NCR1987年版とそれに基づく目録慣行に配慮

あえてRDAと異なる本則とする箇所も

論理的でわかりやすく、実務面で使いやすく
あえてRDAと異なる構成をとる箇所も

ウェブ環境に適合した提供方法



NCR2018の特徴

FRBRを基盤とす
ることによる特徴

FRBRモデルに密着した規則構造
典拠コントロールを明確に位置づけ
全著作の典拠コントロール
関連の記録
資料の内容的側面と物理的側面の整理

機械可読性の向上

RDAとの相互運

用性の担保に伴
う特徴

エレメントの設定（増強など）
語彙リストの設定
意味的側面と構文的側面の分離

機械可読性の向上

その他、日本の
事情等による特
徴

書誌階層構造の考え方は維持
日本の出版状況等に応じた規定
「読み」に関するルール



NCR2018の実装状況

国立国会図書館（NDL）
2018.3 「書誌データ作成・提供計画2018-2020」

（2021.1適用を明記）

2019～2020 適用細則案の公開、
 MARCフォーマット変更箇所公表

2021.1 適用開始、適用細則確定版公開

2021.5 JAPAN/MARC MARC21フォーマット改訂

著作典拠の新設
引き続きMARC21フォーマットを使用（一部改変）

資料種別、出版表示等、キャリアに関する情報、
関連指示子 など

NDL「日本目録規則2018年版（NCR2018）について」
https://www.ndl.go.jp/jp/data/ncr/index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/data/ncr/index.html


NCR2018の実装状況

図書館流通センター（TRC）
2021.1 MARCフォーマット改定情報公表

2022.1 適用開始

トーハン
2023 適用情報公表

2024.3 適用開始

両MARCとも
著作典拠の新設
既存のMARCフォーマットを使用（一部改変）

トーハン[e-slip お知らせ]
https://www.eslip.jp/ESlipSystem/Common/esNews.aspx

「TRC MARCニュース
https://tooli.trc.co.jp/news/public/marc/marc_news/

https://www.eslip.jp/ESlipSystem/Common/esNews.aspx
https://tooli.trc.co.jp/news/public/marc/marc_news/


NCR2018の実装状況

国立情報学研究所NACSIS-CAT
2021.6 新システム（OCLC CBS）導入発表

2022.2 適用細則案パブコメ

2022.11 「これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成方
針について（2022）」

2023.1 新システム稼働

2023.12～2024.3 コーディングマニュアル等パブコメ

2024.10 適用開始

統一書名典拠を著作典拠に
引き続きCATPフォーマットを使用し、改変は最小限

国立情報学研究所「目録所在情報サービス」
https://contents.nii.ac.jp/catill

主要なステークホルダ
ーでの実装は一段落

https://contents.nii.ac.jp/catill


渡邊隆弘「『日本目録規則2018年版』のはじまり：
実装に向けて」『カレントアウェアネス』340, 2019.6. 
https://current.ndl.go.jp/ca1951

実装を考えるうえでの課題
（１）機械可読性の確保

「最重要の条件」
例えば、関連の記録で「非構造記述」は避ける

（２）著作の典拠コントロール
典拠データ作成を行う範囲？
作成しない場合も、著作AAPは認識できるべき

（３）書誌フレームワーク
引き続きMARC？

https://current.ndl.go.jp/ca1951


NCR2018の実装状況

（１）機械可読性の確保

各機関でそれなりに留意されている

「関連」表現
識別子を用いたリンク表現
関連指示子の導入

MARC改変等による新規エレメント対応
資料種別、出版表示等、キャリア関連など

CATPの制約から、NACSIS-CATがやや弱い
注記に入れ込む形をとる場面が多い



NDLサーチ

リンダ・グリーンハ
ウス著『アメリカ連
邦最高裁判所』
http://id.ndl.go.jp/bi
b/033609540

$e（関連指示子）新設
上は#44.1.1 創作者
下は#44.2.1 寄与者

336～338新設
#5.1 表現種別
#2.15 機器種別
#2.16 キャリア種別

504（書誌注記） 既設
#5.16 付加的内容

http://id.ndl.go.jp/bib/033609540
http://id.ndl.go.jp/bib/033609540


NCR2018の実装状況

（２）著作の典拠コントロール

かなりまちまちの対応

NDL
古典作品
日本語訳のタイトルが複数存在する近現代の作品

TRC
「単行単位で２以上のMARCが存在するもの」

トーハン
文学作品（9類）を中心に、その他の「著名な基礎的文献」も

NACSIS-CAT
基本的には、既存の統一書名典拠の範囲で
一方で「識別する必要があると判断」すれば何でも？

NACSIS-CAT以外は、
著作－創作者のリンク運用



NCR2018の実装状況

（３）書誌フレームワーク

NDL、TRC、トーハン
既存の各MARCフォーマットを維持し、一部改変

NACSIS-CAT
内部的にはMARC21に準じたフォーマットに
接続方式はCATPを維持し、最小限の改訂

BIBFRAME等が具体の俎上にのぼ
っているところはない
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日本図書館協会目録委員会

日本図書館協会 目録委員会
https://www.jla.or.jp/committees/
mokuroku/

2025.6.30
JLAサイトリニューアル

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/


日本図書館協会目録委員会 1949.7～
1949～1952 岡田温委員長

1952～1955 高橋泰四郎委員長 ＊「解説委員会」

1955～1967 関野真吉委員長

1967～1970 中村初雄委員長

1970～1971 小田泰正委員長

1972～1978 田辺広委員長

1978～1983 宮坂逸郎委員長

1983～1989 丸山昭二郎委員長

1989～1995 野村文保委員長

1995～2007 永田治樹委員長

2007～2009 中井万知子委員長

2009～2015 原井直子委員長

2015～ 渡邊隆弘委員長

1952年版

1965年版

新版予備版

1987年版

2018年版



日本図書館協会目録委員会

委員は、2年任期（西暦の奇数年4月スタート）
月１回程度の委員会開催（土曜日午後）

＊はるか昔のことはわからないが、少なくとも21世紀以降

2020.2以降、ウェブ会議

目録委員会議事録
https://www.jla.or.jp/committees/
mokuroku/minutes/

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/minutes/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/minutes/


日本図書館協会目録委員会

2018.12
大学教員  １
NDL   ２
大学図書館 ４
MARC企業 ２

2019.4
大学教員  ４
NDL   ２
大学図書館 ２
NII  １
MARC企業 １

2021.4
大学教員  ４
NDL   ２
大学図書館 ２
公共図書館 １
NII  １
MARC企業 １

2023.4
大学教員  ４
NDL   ２
大学図書館 ３
公共図書館 １
NII  １
MARC企業 １

2025.4
大学教員  ４
NDL   ２
大学図書館 ３
NII  １
MARC企業 １
IAAL  １

規程上は「16名以内」

2025.2～4に委員公募
残念ながら、応募なし



現委員会の主な活動 内部の整理文書から

Ａ．NCR2018の維持活動

A1.誤りや問題点の管理
A2.質問等対応
A3.誤植訂正
A4.内容更新（2022年度～）
A5.LOD対応データ
A6.データ作成事例集
A7.その他
A8.中長期検討

B．NCR2018の普及活動

B1.各種講師依頼等への対応
B2.研修会、研究会等の開催
B3.説明用素材の作成・共有
B4.解説書、解説資料
B5.各機関の実装検討への協力
B6.その他

C．調査研究活動等

C1.RDA、LRM等の把握
C2.その他IFLA関係動向把握
C3.目録の作成・提供に関する調査

D．その他

D1.委員会サイト維持管理
D2.委員会資料、記録整理
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NCR2018 PDF版

「日本目録規則2018年版」2019.1-
https://www.jla.or.jp/committees/mokur
oku/ncr2018/

2019.1.7公開

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018/


「関連情報」

「日本目録規則（NCR）2018年版
関連情報」2018.3.28-
https://www.jla.or.jp/committees/
mokuroku/ncr2018-info/

2017.2 ページ開設
2018.3 「予備版」公開時に現名称に

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/


内容更新（PDF版） 2022年度～

「『日本目録規則2018
年版』の更新につい
て」2022.9.20
https://www.jla.or.jp/
wp/wp-content/upload
s/2025/06/update-plan
202209.pdf

https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf


内容更新（PDF版） 2022年度～

「『日本目録規則2018
年版』の更新につい
て」2022.9.20
https://www.jla.or.jp/
wp/wp-content/upload
s/2025/06/update-plan
202209.pdf

…適用を開始された、ないしは適用を検討中の機関から、適用

に関わる問題点の指摘や改善要望等をお寄せいただく機会が出
てきました。また、適用に向かう機関以外からの指摘・質問も、一
定数寄せられています。さらには、刊行後における目録委員会内
での諸活動（データ作成事例の作成・公開など）の中でも、一定の
変更・更新を視野に入れた検討を行うべきとの認識にいたった箇
所が出てきています。
（中略）
『日本目録規則1987年版』においては、当初の刊行後5年前後

のスパンで、特定章を大きく変更する「改訂」を行ってきました。し
かしながら、更新を低コストで行えるPDF版を持っているNCR2018 
においては、より迅速に更新事項を公表していったほうが円滑な
運用に資すると考えます。 
そこで2022年度より、目録委員会で決定した更新事項を適宜反

映していく体制をとってまいります。

https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/update-plan202209.pdf


内容更新（PDF版） 2022年度～

PDF版を更新（冊子体増刷時は、誤植訂正のみ）

「更新について」説明文書を公表
「更新事項累積一覧」を作成

2023.3、2024.5、2025.5の３回



2023.3更新（PDF版）

（１）関連指示子の追加
#C.1 「翻刻」
#C.2 「監修者」「校訂者」「校閲者」「翻刻者」
#C.4 「号」「筆名」「宗家」

（２）関連指示子の修正
#C.1 「ドラマ化…」→「演劇化…」

（３）関連指示子の構成変更
#C.1.2.1（表現形間の派生の関連）

「異なる著作…」「同一著作…」の小見出し



2024.5更新（PDF版）

（１）体現形と個別資料の間の関連について整備
#43.7 「体現形と個別資料の間の関連」新設

*今のところ、唯一のエレメント増設

#C.1 関連指示子も整備
＊特定の個別資料を原本とした複製物の扱い

（２）出版表示等の情報源について見直し
#2.5.3.2.1等 別法追加（奥付優先）

（３）出版日付等の規定の明確化
#2.5.5.1.1等 古い日付（通常は初刷）優先

（４）概念モデル図の補正
#0.3 関連を示す矢印を双方向に



2025.5更新（PDF版）

（１）体現形に関する注記の条項整備
#2.41 条文と例示の追加
＊エレメント「体現形に関する注記」の直接使用を明確化

（２）著作に対する典拠形アクセス・ポイントに関する条項整備
#22.1.2 複数の創作者による共著作
＊体現形によって表示順序が変化する場合の扱いを明確化



内容更新（PDF版） 2022年度～

PDF版を更新（冊子体増刷時は、誤植訂正のみ）

「更新について」説明文書を公表
「更新事項累積一覧」を作成

2023.3、2024.5、2025.5の３回

今後の予定は、現段階では特になし

「目録の作成と提供に関する調査」（後述）
のため、現在は検討休止中



エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

「NCR2018年版エレメント・語
彙等データ提供」2019.3.23-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/n
cr2018-lod/

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/ncr2018-lod/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/ncr2018-lod/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/ncr2018-lod/
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/ncr2018-info/ncr2018-lod/
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「「日本目録規則2018年
版」（仮称）東京検討集会
の概要」『図書館雑誌』11
1(7), 2017.7 pp.452-453
https://www.jla.or.jp/wp/
wp-content/uploads/2025/
06/article201707.pdf

エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供
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「「日本目録規則2018年
版」（仮称）東京検討集会
の概要」『図書館雑誌』11
1(7), 2017.7 pp.452-453
https://www.jla.or.jp/wp/
wp-content/uploads/2025/
06/article201707.pdf

エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

・Linked Open Dataやシステムへの対応について
2018年版のLOD対応（エレメント名や語彙のレジストリ登録

など）については，今後４，５年を見通した中長期的スケジュー
ルで検討すべきであり，RDAの動向など国際的な枠組みと合

致するよう国内での検討を期待する声があった。さらに，シス
テムやユーザインタフェースの作成には，2018年版の語彙を
excel等でデータ処理しやすい形式で公開すべきとの要望があ
った。

https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/article201707.pdf
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エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

「NCR2018年版エレメ

ント・語彙等データ提
供」2019.3.23-
https://www.jla.or.jp/c
ommittees/mokuroku/
ncr2018-info/ncr2018-
element/

2019.3
とりあえず、簡易提供
刊行時委員会の最後の仕事
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エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

2020.12
RDFデータ提供開始

Turtle、JSON-LD

「NCR2018年版エレメント・語
彙等データ提供」2019.3.23-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/n
cr2018-lod/
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エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

谷口祥一「NCR2018年版が規
定するエレメント等の語彙のR
DFデータ公開」『カレントアウ
ェアネス-E』2021.6
https://current.ndl.go.jp/e2391

「これはLODの実現に向けた取り組みの
最初の一歩と位置づけられる。」

https://current.ndl.go.jp/e2391


エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

こちらにより詳しく

谷口祥一『知識資源のメタデータへのリンクト
データ・アプローチ』勁草書房, 2023
第7章「図書館目録のリンクトデータ（１）

FRBRとNCR2018
7.3 日本目録規則2018年版（NCR2018）
（pp.177-199）



主な項目
ID、種別、条項番号、名称、名称（英語）、対応するRDA語彙、
定義域、値域、対応エレメント、上位、逆方向、定義

＊「定義域」は、エレメント、関連指示子に適用
＊「値域」は、関連のエレメント、関連指示子に適用（XLSXのみ）
＊「対応エレメント」は、語彙のリストの用語、関連指示子に適用
＊「上位」は、実体、エレメント、関連指示子の一部に適用
＊「逆方向」は、関連指示子の一部に適用

データ数
実体   14個

＊「NCR2018実体」「書誌的実体」「行為主体」を含む

エレメント  371個
語彙のリストの用語 416個
関連指示子 566個
アクセス・ポイント  11個

総計  1,378個

エレメント・語彙等データ（LODデータ）提供

誰かのお役に立て
ているのか…
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解説書の刊行

木村麻衣子編著；日本図書館協会目録委員会監修
『「日本目録規則 2018年版」入門』
（JLA図書館実践シリーズ 47） 日本図書館協会 2022.1

「本書は図書館員のみなさま，司書課
程修了者の方々を対象に，NCR2018
の概要を説明し，これに準拠した目録
作業について具体的に示した解説書
です。旧版のNCR1987年版との相違

点を示して，新規則を用いた目録作業
への具体的なイメージを持っていただ
くことを目指しました。」

2024.7 第2刷



データ作成事例

「日本目録規則2018年版デ
ータ作成事例」2021.12.24-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/
ncr2018-sample/
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データ作成事例 現在21セット 2021.12 1-10公開
2023.4 11-16公開
2024.3 17-21公開

「日本目録規則2018年版デ
ータ作成事例」2021.12.24-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/
ncr2018-sample/
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データ作成事例 事例は、1つのExcelファイルで



体現形

表現形

著作

個人

実体ごとに作成し、関連づける方式
（司書課程教科書にも類似の例示あり）

データ作成事例



データ作成事例 実装の一例
（その他の実装を排除しない）

コア・エレメント＋α
関連の記録は、原則AAPを使用

「日本目録規則2018年版デ
ータ作成事例」2021.12.24-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/
ncr2018-sample/
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データ作成事例 対象は、かなり多彩



データ作成事例 対象は、かなり多彩
ここまで、解説書刊行時



データ作成事例 ここからは、各委員輪番作成
委員会でけっこう議論？



データ作成事例



データ作成事例 対象は、かなり多彩

本年、さらに若干追加予定
録音資料（編曲の扱いなど）
地図資料（本図と分図など）
自治体刊行物（法令資料）
同（遺跡発掘報告書）
逐次刊行物の複製
個人全集（定型的総合タイトルなど）
増補された著作



データ作成事例

更新（修正）を行っているものも
規則更新への対応を含む



解説書の刊行

木村麻衣子編著；日本図書館協会目録委員会監修
『「日本目録規則 2018年版」入門』
（JLA図書館実践シリーズ 47） 日本図書館協会 2022.1

「本書は図書館員のみなさま，司書課
程修了者の方々を対象に，NCR2018
の概要を説明し，これに準拠した目録
作業について具体的に示した解説書
です。旧版のNCR1987年版との相違

点を示して，新規則を用いた目録作業
への具体的なイメージを持っていただ
くことを目指しました。」

規則更新に伴う要修正あり
修正一覧のサイト公開計画中
時期をみて、「補訂版」？



作成事例のRDFデータ提供

2022.2～
Turtle

「NCR2018年版エレメント・語
彙等データ提供」2019.3.23-
https://www.jla.or.jp/committ
ees/mokuroku/ncr2018-info/n
cr2018-lod/
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普及イベント 全国図書館大会三重大会（2019.11）

https://www.jla.or.jp/
wp/wp-content/upload
s/2025/06/taikai2019-
10.pdf
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NCR2018の普及活動

刊行後の主催イベントは、三重大会（2019）分科会のみ
「講師派遣依頼等があれば極力協力」

解説書、データ作成事例以外の普及活動は、外部におまかせ状態

NDL 遠隔研修教材、図書館総合展など

IAAL 各種研修会など

NII セルフラーニング教材など

＊目録委員が関与している例もあるが…
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「目録の作成と提供に関する調査」 2025実施予定

「目録の作成と提供に関する調査」
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/research/

2023.8にページ公開（過去調査の情報）
1964, 1972, 1981, 1989, 1997, 2010

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/research/


「目録の作成と提供に関する調査」 2025実施予定

「目録の作成と提供に関する調査」
https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/research/

日本図書館協会 2025年度事業計画

「目録の作成と提供に関する調査」を全国の公共図書館、
大学図書館、短大・高専図書館を対象に行い、結果の集
計・分析を行い2025年度もしくは2026年度に協会Webサイ
トでPDF公開し、報告発表を行う。

https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/jigyokeikaku2025.pdf

現在、鋭意準備中
実は、昨年度から委員会の最重要事項
NCR2018実装も落ち着いた段階で、調査

過去調査との継続性も意識しつつ、
現状に応じた調査項目設定

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/research/
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/jigyokeikaku2025.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/jigyokeikaku2025.pdf
https://www.jla.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/jigyokeikaku2025.pdf


「過去のNCR」 

「過去のNCR」
https://www.jla.or.jp/committe

2023.10にページ公開
「国立国会図書館デジタルコレクション」にある1952
年版～新版予備版までがインターネット公開に

https://www.jla.or.jp/committees/mokuroku/former-ncr/


その他、調査研究活動等

IFLA LRM、RDAに関する、把握・検討

その他IFLA関係動向把握等

国際目録原則（ICP）改訂のWorld Wide Review 2025.3-5
＊LRM対応など

目録委員会名で意見送付

https://www.ifla.org/news/international-cataloguing-principles-icp-worldwide-review/
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NCR2018「序説」
末尾に
「本規則の今後」



・次の「改訂版」まで固定とは考えない
「随時見直し」

・現時点で検討すべき課題
（１）IFLA LRMへの準拠
（２）FRBR第3グループの実体を扱う章の完成
（３）体現形、個別資料のAAPを扱う章の完成
（４）属性の記録における上位／下位書誌レベルの扱い
（５）和古書・漢籍に関する規定
（６）語彙のリスト等における日本独自の用語

内容更新を行うように（2022年度～）

（６）をわずかに実施（関連指示子）した程度
（３）を一度検討したが、見送りに



IFLA LRM（Library Reference Model）（2017）
FRBR familyは過去モデルに

Pat Rivaほか著 和中幹雄, 古川肇訳
『IFLA図書館参照モデル：書誌情報の概念モデル』樹村房, 2019



NCR2018策定の基本方針

国際標準（ICP等）に準拠
＝FRBRを基盤とする規則

RDAとの相互運用性を重視
エレメントの設定は、基本的に対応

日本における出版状況等に留意
NCR1987年版とそれに基づく目録慣行に配慮

あえてRDAと異なる本則とする箇所も

論理的でわかりやすく、実務面で使いやすく
あえてRDAと異なる構成をとる箇所も

ウェブ環境に適合した提供方法

ここの前提が、早
々に崩れている…



RDAとの相互運用性… 
2018.6 新ツールキット「ベータ版」

LRM対応、構造も一新
2020.12 ベータ版が正規版に
2023.5 オリジナル版の廃止予定発表
2023.6 PCCの移行方針（2024～2027）
2027.5 オリジナル版廃止予定



現・正規版RDA 
LRM対応

条項番号がなくなり、線形的に「読んで理解する」規則ではない

膨大なエレメントの集積

AACR2から引き継いだ規定の多くが、規則本体から分離
各機関・コミュニティの「適用細則」に吸収

「アプリケーション・プロファイル」の存在を前提とした規則

北米での実装がどのように着地するのか…



NCRのこれから…？ 
[NCR2018の]今後は、準拠する概念モデルのIFLA LRMへの切り

替えの有無、そして３Rプロジェクト後のRDAとの乖離をどのように
考えるべきかが、大きな検討課題である。

谷口祥一「図書館目録のメタデータの標準化経緯と現在」『「メタデータ」のパース
ペクティブ（デジタルアーカイブ・ベーシックス）』勉誠社, 2025.6. pp.13-28

・LRM実体に対応した組み換え（規則としては全面改訂）に
どれだけの意味があるか…

・LRMで編み出された新規概念の組み入れ？
「代表表現形」「集合体現形」

・正規版RDAに対応した改訂？
もはや冊子体やPDFではありえない

・そもそもRDAに対応した枠組みを再生産する意味があるか？
RDAを採用し、「日本版アプリケーション・プロファイル」？

ここまで来ると、全くの私見（「委員長見解」でもない）



NCR2018もRDAも，従来の規則と比べ柔軟性が高く，実装には
さまざまな選択肢がありえます。 海外のOPAC等でRDAによる書
誌データを参照できますが，実はAACR2時代と比べ極端な隔た
りはありません。

NCR2018の実装方法はこれから各機関で検討されていきます。

日本では著作の取り扱いが欧米以上に希薄だったことなどから，
変化はより大きくならざるをえない面がありますが， 規則の見た

目の隔たりほどに，これまでと断絶した形にはならないと思われ
ます。
 しかし，あるいはだからこそ，新たな規則の本質をふまえての

運用を望みたいと思います。許容されているからといって，これま
でと大して変わらない考え方での運用では，やはりこれまでの目 
録にしかなりません。 

渡邊隆弘「『日本目録規則2018年版』：つながりをもった目録へ」
 『図書館雑誌』113(8), 2019.8, p.509-511. 

こういう希望は、
何度か述べてきた規則と実装のあいだ

NCRのこれから…？ 



NCRのこれから…？ 

規則と実装のあいだ

かつての規則に比べ、一定の隔たり

柔軟性が高く、さまざまな選択肢の幅
規則を素直に反映しない書誌フレームワーク

実装にむやみに口を出すのは本旨にもとるが…
規則維持組織として、貢献できることが考えられる？



NCRのこれから…？ 

規則の維持体制という問題も

「協会の委員会」が独立して規則策定・維持するのは、
もはや無理？

そもそもNCR2018もNDLとの協働で完成したもの



目次

１．NCR2018とその実装状況

２．目録委員会の活動

３．目録委員会2019-2025（１）規則自体

４．目録委員会2019-2025（２）規則の周辺

５．目録委員会2019-2025（３）その他

６．NCRの今後？

おわりに



情報組織化研究グループ月例研究会
2025.7.26

NCR2018の「それから」

連続企画「図書館資料組織化の”三大ツール”（目録・
分類・件名）の現状を考える」

渡 邊 隆 弘
                （帝塚山学院大学）

        watanabe@tezuka-gu.ac.jp
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